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1. はじめに 

 本シナリオは「クトゥルフ神話 TRPG」に対応した

脱出系クローズドシナリオである。基本ルールブッ

クとクトゥルフ 2010、クトゥルフ 2015 を必要とす

る 3人～5人向けのシナリオとなっている。「マレウ

ス・モンストロルム」「キーパー・コンパニオン」の

データを一部改変して使用しているが、参照しなく

ても問題はない。 

 本シナリオの舞台は 2015 年の西表島。探索者たち

は主に観光目的でこの島にやってくることになるだ

ろう。 

 また、各プレイヤーは自身の探索者にとって最も

印象に残った過去を 1 つと、そこに登場する人物を

1 人決めておくことを推奨する。 

 

2. キーパー向け情報 

 太古より海中に沈むことなく存在し続けた西表島

には、1,000 年ほど前までハイパーボリアから移っ

てきたヘビ人間たちが住み、独自の文化を伝えてい

た。 

 そして彼ら古のヘビ人間の一人であるラプシヌプ

ルクルは、その強大な魔力と知恵を持って黒魔術師

である「黒のヴェルハディス」の魔術を再現するこ

とに成功した。彼はティンダロスの猟犬の 1 体であ

るクアセルクを、完全なる球体である「ジレルスの

結界石」の中に閉じ込めて使役していた。 

 しかし、ラプシヌプルクルを含むヘビ人間たちは

西表島を去り、長年放置された結界石はついに経年

劣化によってひび割れてしまう。こうして不完全な

がらも解き放たれたクアセルクは、200 年前から続

く現在の西表島の怪異の元凶となっている。この猟

犬は完全には封印が解けていない影響で西表島から

出ることはできないが、それ故に西表島で時を超え

た人間を手当たり次第に襲っているのだ。 

 一方、西表島に居た原生住民たちはヘビ人間の極

めて高度な薬学の技術の一部を不完全ながらも再現

し、故見酒と呼ばれる酒を造ることに成功していた。

この酒は冥王星の薬(基本 P288 を参照)の一種で、飲

んだものの心を強く心に残っている過去に飛ばす力

を持っている。しかし、西表島でこの酒を飲んでし

まうとクアセルクに確実に見つかって殺されてしま

うため、「楽しかった過去を見る代わりに死亡する酒」

として故見酒の製法は秘匿されている。 

 探索者は、ひょんなことから故見酒を飲んでしま

い、そしてティンダロスの猟犬のターゲットになっ

てしまう。探索者はティンダロスの猟犬から逃れつ

つ西表島を脱出するか、ヘビ人間が残した猟犬を打

倒す術を手に入れて猟犬を撃退しなければならない。 

 

3. NPC 紹介 

月森遼河（36 歳）、異端の考古学者 

 フィールドワークをこよなく愛する異端の考古学

者で、自称ドクター月森。体を鍛えるのが趣味で、

戦闘力はけして低くないのだが、とても気が小さく

すぐに気絶してしまう。 

 本人は大真面目に先史文明の存在を確信している

のだが、その研究成果は科学的とはとても言えない

ため、学会ではまともに受け入れられていない。こ

れは彼の研究対象がハイパーボリアであり、文明の

基盤が人類の思考では説明不可能な邪神の力や魔術、

そして人類にはまだ理解できない高度な科学技術に

よって構成されていたことによる。 

 彼はグリーンランド近辺でハイパーボリアの遺跡

を見つけ出し、先史文明の英知を現代に再現するこ

とを生涯のライフワークと定めた。今はハイパーボ

リアからこの島に移り住んだヘビ人間の魔術師の残

した遺跡を、本人はそれと知らずに研究している。 

 なお、シナリオ中唯一、古の象形文字であるツァ

ス＝ヨ語を曲がりなりにも解読することができる人

物である。 

STR 17 CON 12 SIZ 17 INT 18 

POW 10 DEX 11 APP 16 EDU 16 

正気度 50 耐久力 15 マジック・ポイント 15 

移動 8 ダメージ・ボーナス +1d6 

技能：キック 75% 考古学 70% 信用 80% 心理学 94% 

説得 60% 図書館 80% 武道(立ち技系) 65% 歴史 

80% 他の言語（ツァス＝ヨ語）25% 

 

園崎 幸恵（89 歳）、元探索者の先代女将 
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 探索者の泊まる宿の女将であり、引退した探索者。

この島に伝わる秘伝の酒である故見酒と、この島に

巣くうティンダロスの猟犬について大まかに知って

いる。若かりし頃の彼女は政治に関わる新聞記者と

して日本中を駆け巡っていたが、あるとき魔術師の

陰謀に巻き込まれることで神話的事象に関わりを持

ってしまう。こうして、彼女は神話的事象について

学んでいくことになる。 

 西表島で宿を営んでいる主人と結婚したことで新

聞記者をやめ、その宿の女将も既に高齢のため引退

しているが、頭はまだはっきりしている。探索者が

困っていれば、自身の持つ魔道書である「ザンツー

石版～憶測的な翻訳～」の日本語版の写しを渡して

くれるだろう。 

STR 3  CON 10 SIZ 13 INT 9 

POW 17 DEX 18 APP 14 EDU 21 

正気度 21 耐久力 12 マジック・ポイント 17 

移動 8 ダメージ・ボーナス -1d4 

技能：言いくるめ 70% 聞き耳 60% クトゥルフ神話 

25% 心理学 90% 精神分析 85% 説得 60% 図書館 

85% 

 

三上将太（32 歳）、月刊ＭＯＯ編集者 

 探索者達の共通の友人で、ハンサムなホスト風の

男。既婚者で二人の子供がいる。オープニングにお

いて故見酒を飲んで死亡してしまう、不幸な雑誌編

集者である。怪しいオカルト雑誌が専門で、担当し

ているのは世界の謎と脅威に挑戦するスーパーミス

テリである「月刊ＭＯＯ」。 

 雑誌編集者としての能力は高く、あることないこ

とを組み合わせて面白い話題を提供することにとて

も長けている。また、オカルト方面に関してはきわ

めて豊富な知識を持っている。 

 西表島には愛人である黒崎ひかるが居るが、三上

としては完全に遊びなので既婚者であることは伝え

ていない。しかしそれ故に黒崎に恨みを買っており、

ティンダロスの猟犬によって殺害されることとなる。 

STR 13 CON 11 SIZ 13 INT 14 

POW 12 DEX 12 APP 15 EDU 15 

正気度 54 耐久力 12 マジック・ポイント 12 

移動 8 ダメージ・ボーナス +1d4 

技能：言いくるめ 80% オカルト 85% 聞き耳 75% 忍

び歩き 71% 心理学 95% 説得 75% 図書館 70% 

 

黒崎ひかる（26 歳）、遊ばれた女 

 ヘビ人間の血を引く西表島の名家である黒崎家の

一員で、島の古文書を読み解いて作成した故見酒を

使い、三上を殺害した彼の愛人。 

 都会の大学で薬学を学んだ才媛だが人付き合いが

苦手で容量が悪く、就職活動に失敗してしまう。結

局は故郷に戻ってきてパートとして就職したが黒崎

家という家柄に頼り切っているのが現状で、故郷で

も満足な人付き合いはできていない。本人はそのよ

うな現状に焦りと恐怖、そして絶望を感じている。 

 三上についても、黒崎は結婚を前提として真剣に

付き合っているつもりだったのだが、完全に三上に

遊ばれていたことに気が付いたのはごく最近のこと

だった。 

 三上への憎悪を爆発させた黒崎は三上を確実に殺

害することを決意し、そして自身が疑われないよう

な完全な毒薬を探して故見酒にたどり着いた。 

 彼女は故見酒について作り方以外は殆ど何も知ら

ず、気に入らない相手を殺すことができる道具だと

しか認識していなかったために、どんなに問い詰め

ても別に得られる情報はない。 

STR 9  CON 10 SIZ 13 INT 17 

POW 11 DEX 17 APP 16 EDU 16 

正気度 14 耐久力 12 マジック・ポイント 11 

移動 8 ダメージ・ボーナス +0 

技能：化学 60% 聞き耳 80% 忍び歩き 75% 図書館 

80% 薬学 70% 人に誤解される 90% 

 

クアセルク（？歳）、ティンダロスの猟犬 

 便宜上名前を記しておくが、おそらくシナリオ中

で彼の名前が出てくることはないだろう。彼は西表

島に巣くうティンダロスの猟犬である。 

 およそ二五〇万年前からヘビ人間によって封印、

使役され続けており、今もなおラプシヌプルクルが

作り出した「ジレルスの封印石」の中に封印され続

けている。 

 しかしながら二百年ほど前からその封印は少しず

つ解けかけており、今のクアセルクは西表島の内部
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であれば普段より体に負担こそかかるものの、自由

に移動することができるようになっている。更にタ

ーゲットにした人間の魂の繋がりを利用することで、

その人間が強く心に思っている相手を遠隔攻撃で殺

害して捕食することもできる。 

 また、長い封印の影響でクアセルクは自分を複数

に分散させる、という特殊な技能を身につけている。 

 これは時空に波を立てつつ角を通ることで、さな

がらプリズムを通る光のように自らの実体を増やす

という技能で、ターゲット 2 人につき 1 体（端数切

捨て）のクアセルクが探索者を襲うことになる。 

STR 24 CON 31 SIZ 17 INT 13 

POW 21 DEX 6  APP -- EDU -- 

正気度 -- 耐久力 28 マジック・ポイント 21 

移動 6/飛行 40 ダメージ・ボーナス +2d6 

武器：前足 90% ダメージ 1d6+DB+膿汁（※1） 

   舌 90% ダメージ 1ラウンド毎に1d3点のPOW

を吸収 

装甲：2 ポイントの皮膚、倒されるまでラウンド終

了時に耐久力を 4 ポイント回復、魔力を付与された

武器及び呪文以外ではダメージを受けない 

技能：自らを分散する 99% ターゲットが心に思う人

間を喰う 83% 

呪文：キーパーが必要と思う呪文を 6つまで 

正気度喪失：クアセルクを見て失う正気度ポイント

は 1d3/1d20 

※1 膿汁は POT2d6 の毒ダメージ、[DEX×5]のロール

に成功しなければ解除できない 

※2 DEX の値は封印されている状態のもので、封印

が解除されると 2倍の 12となる 

 

ラプシヌプルクル（４０９６歳）、ヘビ人間の偉大な

る魔術師 

 彼本人のことを探索者が知ることはまずないだろ

う。1,000 年ほど前にハイパーボリアから日本にや

ってきたヘビ人間の魔術師で、クアセルクを真球に

封じた張本人である。ツァトゥグァではなくイグを

崇拝していた。 

 探索者が、時に干渉する様な何らかの呪文やアー

ティファクトを使用しない限り、シナリオ中で本人

が登場することはない。そして、仮に本人と出会う

ことができたとしても、探索者が彼の使っている言

語を理解することはできないだろう。彼はハイパー

ボリアの言語を利用しているからだ。 

 筆まめな性格で、自身のとりわけ重要な日記をツ

ァス＝ヨ語を用いた粘土板という形で残している

（ヘビ人間には寿命がなく、必要に応じて数万年単

位で冬眠するため、記録を残すには魔力を付与した

粘土板が最も適しているのだ）。 

 彼は酒船石と保存薬、粘土板という形でクアセル

クを打倒する薬品、万物溶解液とその作り方を用意

しており、探索者でも見つけ出せればこの薬品を使

うことができる。ただし、この万物溶解液は使い方

を誤れば探索者をも即死させてしまう。 

 もしも戦いになった場合、ラプシヌプルクルは万

物溶解液を発射する万物溶解銃と相手を支配する超

支配血清、そして噛みつき攻撃を駆使して戦いを挑

んでくる。 

 また、ドリームランドに自由に移動し、ドリーム

ランドから神話生物を呼び出すことができるアーテ

ィファクト、虹のクリスタライザーを所持している。 

STR 12 CON 18 SIZ 12 INT 19 

POW 28 DEX 18 APP 17 EDU 64 

正気度 -- 耐久力 15 マジック・ポイント 28 

移動 8 ダメージ・ボーナス +0 

武器：1 ラウンドに噛みつきと超支配血清又は万物

溶解液で 2回の攻撃を行える 

 噛みつき 90% ダメージ 1d8+POT18 の毒、抵抗失

敗で即死/成功で 9点ダメージ 

 万物溶解銃 90% ダメージ 即死 

 超支配血清 90% ダメージ POT32 の毒、抵抗失敗

で永久に支配される/成功で次のラウンド終了時ま

で行動不能 

装甲：１ポイントのウロコ、虹のクリスタライザー

を持っているときは神格の攻撃以外全て無効 

技能：言いくるめ 80% 医学 80% 応急手当 80% オカ

ルト 90% 隠れる 90% 聞き耳 60% クトゥルフ神話 

85% 制作（薬品） 90% 追跡 90% 電気修理 80% 図書

館 90% 目星 60% 薬学 99% 

呪文：悪夢、支配、肉体の保護、似姿の利用、魅了、

その他キーパーが必要と判断した呪文全て 

正気度喪失：ヘビ人間の姿のラプシヌプルクルを見
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て失う正気度ポイントは 1/1d6 

 

新たなアーティファクト：虹のクリスタライザー 

 虹色に輝く多角形にカットされた宝石型のアイテ

ム。ヘビ人間の魔術師でなければ使用できない。自

由にドリームランドに移動でき、ドリームランドか

ら神話生物を呼び寄せることもできる。 

 戦闘時においては、戦闘開始時とラウンド終了時

に、探索者の数と同じになるまで、ラプシヌプルク

ルが自由に指示できるムーン＝ビーストを召喚する

事ができる。また、神格のものを除く全ての攻撃を

ドリームランドに瞬間的に逃げて回避できる。 

 また、使い手の魔術師が死亡した場合、虹のクリ

スタライザーは暴走して大量のムーン＝ビーストを

呼び出し、周囲の人間を強制的に皆殺しにしてしま

う。 

 

4. シナリオの導入 

 シナリオの季節は 5 月である。探索者たちは、探

索者の共通の友人である三上将太に誘われ、ゴール

デンウィークに合わせて長期休暇を取得して全員で

西表島にやってくる。 

 西表島についた最初の日の昼頃、三上将太と旧交

を温めるべく食事をしているところからこのシナリ

オはスタートする。場所は西表島にある観光客用個

人経営レストランの個室で、沖縄の郷土料理を楽し

むことができる。 

 キーパーはプレイヤーと相談して、探索者が三上

とどのような関係であるかを設定しておくこと。同

じ学校の出身、仕事による付き合い、趣味が合うな

どの理由がよいだろうが、どのような付き合いであ

っても探索者は彼の女癖の悪さまでは知らない。 

 食事の最中、三上は「そうだ、この酒を一口飲ま

ないか？」といって一つのビンを取り出してくる。

ビンには「故見酒」と書かれた手書きのラベルが貼

ってあり、中には得も言われぬ幻想的な香りの日本

酒が入っている。 

 三上はよく探索者たちに珍しい食べ物や飲み物を

分けてくれる人間なので、こういった体験は初めて

ではないだろう。この酒がどんな酒なのか、という

問いには「知り合いにもらった、この島独自の製法

で作ったらしいぜ」と笑って話す。この時の三上は

それほど深刻な様子ではない。 

 この時点で、探索者もこの酒を飲む事ができる。

積極的に飲まない場合は、酔った三上に一杯ずつ勧

められることになる。三上は酔っているために押し

が強く、どうしても飲みたくない場合は〈言いくる

め〉ロールなどの交渉技能ロールに成功しなければ

ならない。 

 三上はこの故見酒をコップ四杯は飲み干し、そし

て眠り込むと共に寝言を呟き始める。内容はゆかり、

さとみ、ひかるなどの女性を口説いたり一緒に遊ん

だりしている時の思い出にまつわるもので、「キミは

世界一綺麗だよ」などの気障な台詞も何度か喋るこ

とになる。 

 一杯でも飲んだ場合、三上が眠るのと合わせて探

索者もまた眠り込んでしまう。眠った探索者は、「最

も印象に残っている人物との思い出深い過去」を再

体験している夢を見ることになる。探索者が思いつ

かない場合、キーパーは家族や恋人と楽しく遊ぶ夢

を見たことを探索者に伝えること。なお、対象が既

に死んでしまっていても構わない。 

 懐かしく楽しい夢を見た探索者の目が覚めると、

探索者の下には一通のメール、あるいは SNS による

連絡が届いている。 

 内容は「探索者が夢で出会った人間が居なくなっ

てしまったのだが、探索者は何か知らないか？」と

いう別の知り合いからの連絡である。 

 これは精神が時を超えた探索者に目を付けたクア

セルクが探索者の魂のつながりを逆にたどり、探索

者と繋がりの深い人間を喰い殺したことによるもの

である。もしもその人間の家などを深く調べること

ができるならば、そこにはクアセルクに食べられた

死者の残骸である青い砂が積もっているだろう。 

 もしも既に死んだ相手との夢を見た場合、探索者

はふと“そう言えば、死んだあの人の身体は餓死し

たかのように干からびていた”ということを思い出

すだろう。クアセルクにとって、過ぎてしまった時

間は何ら障害にならないからだ。 

 なお、この時点では探索者に対してはこれ以上の

ことは起こらない。探索者は奇妙な不安を覚えなが

らも宿に向かうことになるだろう。 



  猟犬の檻 
 

5．民宿うちなー 

 宿にたどり着いた探索者は、女将である園崎幸恵

に快く迎えられる。園崎は年を取ってはいるが、ハ

キハキとした口調で話す女性である。 

 なお、彼女は沖縄弁を使わない。そのことを探索

者が疑問に思った場合、彼女は「私は昔、新聞記者

として世界中を飛び回っていたのよ」と笑いながら

答える。 

 探索者たちはひと時の安らぎを得るだろう。この

宿は”民宿うちなー”という名前で、手ごろな価格

の個人経営タイプの二階建てのものである。通常の

部屋のほかに沖縄伝統の建築法で作られた離れがあ

るのが特長で、知る人ぞ知る人気の宿である。食事

も沖縄伝来の料理を存分に味わうことができる。 

 なお、うちなーは全ての部屋が個室であり、探索

者と三上は二階の部屋に泊まることになる。それ以

外の人間は二階に泊まっていない。 

 この時点で、探索者は昼間に起こった出来事を思

い返し、探索を試みるかも知れない。うちなーには

従業員も何人か居るのだが、故見酒については誰も

知らない。ただし、彼らは女将なら何か知っている

かもしれないことを教えてくれる。 

 女将に故見酒について話した場合、「何処でそれを

知ったの？」と強い口調で質問し、「知らない方がい

いわ」と答えて話を打ち切る。探索者が自身の身に

起こったことを説明した場合、状況に応じて「7．園

崎幸恵」の内容を説明してしまっても構わない。 

 〈言いくるめ〉ロールなどの交渉系技能のロール

に成功して女将に聞いた場合、女将は探索者に「再

体験した過去に出てきた人間が消えてしまったので

はないかしら？」と問いかける。探索者が肯定する

と、女将は「その人はおそらく死んだわ。忘れる事

ね」と答える。それ以降、幾ら探索者が問い詰めて

も女将は何も話さない。 

 

6．強襲！ 

 探索者はある程度思い思いの時間を過ごした後、

就寝することになるだろう。今すぐ帰りたいと思っ

ても、西表島からはまず石垣島に船で移動しなけれ

ばならず、もう船は出ていないからだ。 

 怪物が現れるのは、探索者が寝静まってからであ

る。探索者は三上の魂が引き裂かれるような叫びで

飛び起きることになる。 

 探索者が三上の部屋に飛び込んだ場合、探索者は

青い膿に覆われて腐臭を放つ、曲線のない犬のよう

なイメージを持たせる痩せこけた何かと、首を奇妙

な方向に曲げ、口から血を流しながら倒れている三

上の姿を見る。 

この怪物はティンダロスの猟犬という神話生物で、

クアセルクという個人名を持っているが、キーパー

は探索者に対して彼の個人名を宣言する必要はない。 

 もしも探索者たちが誰も三上の部屋に飛び込まな

かった場合、三上はランダムに選んだ探索者の部屋

のもとに飛び込み、そこでクアセルクの攻撃を受け、

首を折られて即死してしまう。この時、故見酒を飲

んでいない探索者が居るならば、三上はその探索者

の部屋へ優先的に飛び込む。 

 いずれにせよ、友人である三上のショッキングな

死と、友人を殺害した神話生物を目の当たりにした

探索者は全員 1d3+1/1d20+1d3 の正気度を失う。 

 この時点では探索者に対してクアセルクが何かす

ることはない。クアセルクは三上の肉体に舌のよう

なモノを突き刺し、何かを吸い上げるのに忙しいか

らだ。ものの数秒で、三上はミイラのような乾いた

死体となり、そして崩壊して青みがかった塵の塊に

なってしまう。 

 また、故見酒で死人に出会った探索者は、この三

上の死に方に対して「自分の大切な人が死んだとき、

ちょうど三上のように干からびて死んでしまった」

ことを思い出すことになる。己の大切な人間が怪物

に喰い殺されたことに気が付いた探索者は、0/1d3

の正気度を失う。 

 たっぷり時間をかけて三上を食い尽くしたクアセ

ルクは、食事中に自身を攻撃した探索者に対しては

唸り声をあげ、故見酒を飲んだ探索者に対しては笑

いかけるような動きをする。いずれにせよ、クアセ

ルクは角に飛び込んで消えてしまう。 

 以後、探索者はクアセルクに付け狙われることに

なる。クアセルクは「故見酒を飲んだ」「自身に攻撃

した」「三上を喰うところを見た」条件をそれぞれ満

たす人物、即ちすべての探索者へ半日に一回程度の
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ペースで攻撃を行う。また、特別な登場タイミング

はシナリオに記載している。 

もしも、クアセルクが襲う条件を満たす人間が複

数人いる場合、クアセルクはターゲットとなる人間

の半分の数（端数切り捨て）まで自らを分散させて

探索者を襲う。 

 ただしクアセルクは封印の影響で足が遅くなって

いる（本来の DEX は 12、現在の DEX は 6である）た

め、探索者が DEX 対抗ロールで勝利すれば、船の中

や家の中のような閉鎖空間以外の場所では追いつけ

なくなり、一時的に退散する。 

 

7. 園崎幸恵 

 クアセルクが立ち去った後、一階から園崎が上っ

てくる。三上の死体を見た彼女は、「まさか……怪物

がでたの？」と探索者に問いかける。どんな形であ

れ、探索者がそれに回答した場合、園崎は探索者た

ちに自らの部屋についていく様に言う。 

 探索者が付いてきた場合、園崎は自らがかつて探

索者であったことを明かす。そして、探索者に対し

てティンダロスの猟犬について「あれはこの世界と

は違う場所から来た恐るべき猟犬よ。時空を超える

力を持っていて、この島で時空を超えた存在、そし

てその存在に近しいものを付け狙うの。数十年前に

も、こうして惨劇が起こったわ。……私がそれを知

ったのは、もう全てが終わった後だったけれど」と

話す。 

 探索者が自分たちはどうすれば助かるのか聞いた

場合、「この島の外に出た人間とそれに関わる人間が

この島の怪物に襲われたという話は聞かないわ。上

手くこの島から逃げきれれば生き延びられるでしょ

う」と答える。 

 また、故見酒については「あれはこの島に伝わる

毒薬で、飲んだものに過去を垣間見せる力を持って

いるのよ。過去を見るということは精神が時空を超

えるということでしょう？ だからあの猟犬に見つ

かるのよ」と答える。 

 ここで、勘がいいか〈アイデア〉ロールに成功し

た探索者は三上の家族に連絡をとることができるが、

三上の家族は既にこの世にはいないため、連絡が届

くことは無い。 

 何らかの手段で島の外の知人に三上の家を訪ねさ

せた場合、そこには所々に青みがかった塵が積もっ

ているだけのもぬけの殻になっている。この塵は、

三上の家族がクアセルクに喰い殺された成れの果て

である。 

 自分たちの残っている家族や自分自身もいずれこ

うなってしまう、ということに気が付いた探索者は

0/1 の正気度を失う。 

 探索者たちが園崎の下を立ち去るとき、園崎は「何

かの助けになるでしょう」といい、「ザンツー石版～

憶測的な翻訳～」の日本語版の写しを渡してくれる。

この中には、ティンダロスの猟犬に関してルールブ

ックに書いてある程度の内容と、古の都市であるハ

イパーボリアにはティンダロスの猟犬を捕える方法

があった、ということが書かれている。 

 ハイパーボリアについて質問されると、園崎は「私

は良く知らないのだけど、この島のジャングルのど

こかにも古代文明の遺跡があると聞いているわ」と

答える。園崎がこの島に定住するようになった時、

既に彼女は探索者を引退していたので詳しいことは

分からないのだ。 

 探索者がジャングルに出発する場合、園崎は”民

宿うちなー”の離れを探索者たちに貸し与えてくれ

る。以後、探索者は離れを探索の拠点とすることが

できるだろう。 

 

ザンツー石版～憶測的な翻訳～ 

 魔道書の一種。読んだ時の正気度喪失は 1d3/1d6、

クトゥルフ神話+6%。 

 園崎が自身の手に入れた訳本を更に日本語に翻訳

し、独自の探索経験を書き込んだもの。園崎の手に

より様々な注釈が書かれている。 

 日本語で書かれており読みやすさは魔導書の中で

も群を抜く代わりに、情報を共有するだけでも正気

度喪失とクトゥルフ神話技能の追加が発生する。 

 また、《神格との接触/クトゥルフ》《神格との接触

/ガタノソア》《ロイガーとの接触》の呪文を習得で

きる。 

注釈の一部：例 

 ティンダロスの猟犬、シュブ＝ニグラスの仔。時

の狭間のティンダロスに住まい、鋭角の時間から来
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たる始原の不浄。人を喰い、その人間と魂が関わり

深い者もまた狙う天性の捕食者である。 

猟犬は時間移動の痕跡を何処までも追い、いつか

その場所と時間を移動した人間にたどり着く。しか

し、時を越えていない者を自ら見つけることはでき

ないらしい。 

 かつて猟犬を特殊な結界石で封じて使役したもの

が居たようだが、そのやり方は失われている。 

プレイヤー資料 1 

 

故見酒 

 古のアーティファクトの一つで、西表島に伝わる

秘伝の毒薬。呪い殺したい相手に飲ませ、相手の罪

を見せつけることで、相手を極限まで苦しませて殺

すことができるが、その力は西表島の内部でしか効

果がないとされる。 

 本当の効果は冥王星の薬(基本 P288 を参照)の一

種で、心を過去に飛ばす力を持った酒。西表島でこ

れを使うと確実にティンダロスの猟犬に見つかる

為、結果として死亡するのである。 

 なお、西表島を根城にするティンダロスの猟犬は、

故見酒を飲んだ人間が西表島に居るならば、その人

間にかかわりが深い人間も容赦なく殺害する。 
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8. ドクター月森 

 もし探索者がジャングルに入ろうとした場合、水

筒に雨具やタオル、様々な薬品が詰まったザックを

背負った一人の男に声をかけられることになる。男

は帽子をかぶり、長袖長ズボンに頑丈な靴を身に着

けている。 

 考古学者のドクター月森と名乗ったその男は快活

すぎるほどに快活であり、そして探索者たちにジャ

ングルに入るときは気を付けるように伝えてくる。

西表島はその大半がジャングルであるため、それな

りの装備がなければ危険だからだ。探索者が月森を

疑う場合、月森が実際に東京の大学の考古学者であ

ることを証明する身分証を提示するだろう。 

 月森に自身の研究について少しでも質問すると、

彼は極めて饒舌になり、探索者たちに自身の仕事の

成果とその仕事がいかに先進的かということを主張

してくる。彼の主張の内容は以下の通り。 

 

月森の主張 

 先史沖縄時代において、この西表島には高い知性

と進んだ文化を持つラプシヌプルクル族とその他の

氏族が住んでいた。 

 沖縄とその周囲の島々は先史沖縄時代においては

集落を作らず、本土における平安時代の終わりくら

いまでは石器や土器を用いていたとされている。 

 しかしラプシヌプルクル族だけは例外的に集落を

作り、現生人類すら凌ぐ程の知性と奇妙な象形文字

を使い、様々な道具を作って暮らしていた。 

 だが、彼らは何らかの理由で西表島を離れ、何処

へと消えてしまった。 
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 また、彼はその証拠としてラプシヌプルクルの住

んでいた遺跡の場所を特定しているほか、ラプシヌ

プルクルが残したいくつかの粘土板、日常の覚書を

解読することに成功している。 

彼の信頼を勝ち取ることができたならば、以下の

粘土板の内容を、粘土板の写真を見せつつ探索者た

ちに自慢げに説明するだろう。 

なお、彼はラプシヌプルクルのことを数百年～千

年にわたって続く一つの一族と見なしており、その

ように探索者に説明する。これはヘビ人間が人間と

大きく異なる寿命を持っていることに起因する間違

いである。 

キーパーは、以下の三枚の粘土板の内容は月森の

訳したものであり、細部に間違いがあることを探索

者に伝えること。 

 

ラプシヌプルクル族の粘土板の意訳 1 

黒のヴェルハディスの技は見事なものだ。 

 我らが再現した結界石でも、猟犬を一匹捕えるこ

とに成功した。しかし問題はヴェルハディスが用い

た物ほど純度が高くない結界石の強度だ。 

 いずれ猟犬は不完全ながらも自由になるだろう。 

 遠い未来のことではあるのだが、今からでもある

程度準備をしておこう。 
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ラプシヌプルクル族の粘土板の意訳 2 

 我らの住処に万物溶解液を用意した。これで猟犬

が外に逃げてもやり方さえ間違えなければ片づける

ことができる。 

 溶解液は極めて強いので、触れれば流石の我らで

あっても即死してしまう。念のために二つに分けて

容れ物に入れておくが、取り扱いには注意しなけれ

ばならない。専用のパレットも用意しておこう。 
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ラプシヌプルクル族の粘土板の意訳 3 

 最近猿の群れがうっとうしくなってきた。奴らは

何度石器時代を繰り返せば気が済むのだ？ 

別の場所に移住することも考えておこう。 

もっと大きな北の島に行くのが良いだろうか、そ

れとも夢の世界が良いだろうか。神に聞いてみるの

も良いかもしれないな。 
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 これらの話が終わった後、月森はフィールドワー

クを行うために西表島のジャングルに入る。 

探索者が頼めば快く共に連れて行ってくれるだろ

う。彼は西表島を良く知っているため、彼とともに

探索する探索者はナビゲートに+20%の補正を得る。 

 

9. 西表島の市街 

 フィールドワーク用の道具を買って月森について

いくため、或いは先に市街地に残る三上の痕跡をさ

がすためなどの理由で、探索者が西表島の市街地に

向かうかもしれない。 

西表島の市街地には、様々な店や探索すべき場所

がある。実際の地名を利用しているため、西表島市

街地の地図は用意していない。もし探索者が三上に

関しての情報を調べる場合はここで聞き込みをして

調べることになるだろう。 

 また、ここに初めて来た探索者は、裏道や図書館

の中で即座に、探索者の数の半分（端数切り捨て）

まで分散したクアセルクに襲われる。 

 逃走する場合は DEX 対抗ロールを行うが、逃走す

るときに探索者が追跡を妨害する何らかの提案を行

った場合、キーパーはそれに応じて対抗ロールにボ

ーナスを与えること。 

 一度クアセルクから逃走してしまえば、市街の探

索を一旦終えるまでクアセルクが襲ってくることは

無い。 

 三上の情報は、周囲の人間に聞き込みをすればす

ぐに見つかることになる。彼は妻子があることを隠

し、黒崎ひかるという女性とこの島で交際していた

のだ。 

 ただし、そんなことを一切知らない西表島の住民

は、三上を「島の外から来た黒崎のお嬢様の恋人」

という認識でいる。 

 黒崎の家の場所は、西表島の住民に警戒心を持た

せることなく質問すればすぐに聞き出すことができ

るだろう。島の中でもかなり大きな、古い屋敷が彼

女の実家である。 

 また、黒崎家は西表島のジャングルを良く知って

いる、ということも西表島の住民は知っている。 

 

10. 黒崎ひかる 

 黒崎家に向かえば、今仕事をしていない彼女が客

人を出迎えるだろう。出会った直後から探索者を警

戒している訳ではないが、三上の名前を出すと顔色

が変わり、彼の知り合いだというと露骨に嘲笑する。 

 また、三上が死亡したことを知れば哄笑し、「罰が

当たったのよ！」と叫ぶ。 

 キーパーは以下の情報を元に、黒崎の口から三上

について説明すること。なお、三上が死んでいるこ

とを知った場合、有頂天になった彼女は勝手に語り

だす。 

――――――――――――――――――――――― 

 黒崎は三上と本気で付き合っており、必ず結婚す

るつもりでいた。しかしながら三上にとって黒崎は

ただの都合のいい遊び相手でしかなく、それを知っ

た黒崎は三上に対して深い殺意を覚えることになる。 

 しかし、ただ殺すだけでは自分の人生が台無しに

なるために、何らかのトリックを用いて自分に罪が

被さらないような形で三上を殺したいと黒崎は考え

た。 

 そこで黒崎は、自らが知っている西表島の秘伝で

ある毒薬、故見酒を利用して三上を殺害しようと考
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えたのである。 

 半信半疑ではあったが、彼女にとって故見酒によ

る殺人が成功したのは本当に素晴らしい結果であっ

た。 

――――――――――――――――――――――― 

 探索者が三上について否定的な意見を述べれば、

黒崎は饒舌に鼻持ちならない気取り屋として、更に

上機嫌になって三上の嫌な部分について語ってくれ

るだろう。しかし、三上について肯定的な意見を述

べると途端に口が重くなる。 

 また、探索者がティンダロスの猟犬について語っ

た場合、彼女はそれを下らない戯言と見なして無視

するが、余りにも探索者が熱心に猟犬について説明

する場合、自分をバカにしようとしていると判断し

て子供のように癇癪を起こして憤慨する。 

 いずれにしても、彼女がまともに猟犬のことを信

じることはなく、勘がいいか〈アイデア〉ロールに

成功した探索者が「黒崎も三上と縁が深い人間なの

で、猟犬に襲われるのでは？」という疑問を黒崎に

伝えた場合でも、探索者に協力することは無い。 

 故見酒について探索者が問い詰めた場合、黒崎は

最初はしらを切ろうとするが、彼女は本質的に利用

されやすい人間であるため、何らかの交渉技能に成

功するか暴力的な手段に訴えた場合、すぐに自分の

知っている情報を吐き出す。 

 ただし、何らかの交渉によって聞き出したとして

も、故見酒について黒崎が知っているのは「飲んだ

人間を常人には不可能な方法で殺害する毒薬」とい

うことだけであり、実際に試したわけではない。 

 彼女は故見酒の製法について聞かれた場合「西表

島をかつて支配していた貴族が生み出したものであ

ると言われている」「解毒の方法は知らないが、西表

島のジャングルの中には昔この島に住んでいた貴族

の残した遺跡がある」「遺跡の場所は知っている」と

答える。 

 また、黒崎は西表島のジャングルのある程度詳細

な地図を持っている。 

 これは「かつての貴族の残した遺跡」について調

べ、故見酒の効果を完璧にできないかという考えの

下で作ったもので、結果的には使うことは無かった。

探索者が黒崎から情報を聞き出したあとで黒崎の下

を離れる時、探索者に強引に渡してくる。 

 なお、黒崎は三上と身体を重ねており、三上が死

亡した今でもある程度魂の繋がりが深いため、三上

の家族や、かつて三上が付き合っていた相手が全員

喰い殺された後でクアセルクに襲われることになる。 

 大抵の場合、黒崎はエンディングで死亡すること

になるだろう。しかし、探索者が探索に手間取り、

黒崎家の存在を知ってから数日放置していると黒崎

は死亡し、島民は三上の話に加えて「最近、黒崎の

お嬢様がいなくなってしまったらしい」という話を

探索者にするようになる。 

 

11. 西表島のジャングル 

 探索者たちがラプシヌプルクル或いは故見酒につ

いて調べたいと思うならば、西表島のジャングルに

向かうことは避けられない。ドクター月森の項も参

照のこと。 

 しかしジャングルは入り組んでおり、加えてジャ

ングルの中を調べ始めるとその直後にターゲットの

数の半分（端数切り捨て）まで分散したクアセルク

に襲われる。 

 なお、月森が付いてきている場合、彼はクアセル

クを見た時点で「な、なんだ、あれはー！」などの

情けない悲鳴を上げ、気を失ってしまう。 

 月森は過去を見たわけではないのでクアセルクの

攻撃対象にはならず、またクアセルクを見た時点で

すぐ気絶してしまい積極的に攻撃することは無いの

で、クアセルクに優先して襲われることはない。 

 逃走する場合は DEX 対抗ロールを行うが、逃走す

るときに探索者が追跡を妨害する何らかの提案を行

った場合、キーパーはそれに応じて対抗ロールにボ

ーナスを与えること。 

 一度クアセルクから逃走してしまえば、ジャング

ルの探索を一旦終えるまでクアセルクが襲ってくる

ことは無い。 

 ただし月森とともに探索する場合は、クアセルク

から逃げる際に気絶している月森を同時に運ぶ必要

があるだろう。月森との STR 対抗ロールに任意の参

加人数で成功した上で、クアセルクとの DEX 対抗ロ

ールに参加者全員が成功する必要がある。 

 失敗して月森を見捨てた場合、DEX 対抗ロールに
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失敗しても逃走できるが、月森はクアセルクに喰わ

れて死亡してしまう。死亡するところを見た探索者

は 1/1d3 の正気度を喪失する。 

 月森とともに逃げ出すことができれば、月森は数

十分で目を覚まし、探索者にこの島から一緒に逃げ

出すことを提案する。もしも探索者がそれを断り、

猟犬と戦うことを選ぶならば、月森は探索者につい

てくることになるだろう。 

 月森の手引きがあれば一時間ほどでラプシヌプル

クルの庵に到着するだろう。黒崎の作った地図を頼

りにする場合でも、ジャングルの中を半日も探せば

ラプシヌプルクルの庵に到着できる。 

 そのどちらもない場合、〈ナビゲート〉ロールに成

功するか、半日ほどジャングルの中を探し、もう一

度クアセルクとの戦闘を行って逃走に成功しなけれ

ばラプシヌプルクルの庵には到着できない。 

 

12. ラプシヌプルクルの庵 

 西表島のジャングルの奥深くにラプシヌプルクル

の庵は存在する。 

 主流の遺跡ではなく研究がほとんど進んでいない

ことに加え、ラプシヌプルクルがここを去る時に価

値が有る物はあらかた持って行ったため、一見して

価値がありそうなものは置かれていない。 

 庵の中には京都にある酒船石に似た溝や凹みが彫

られた石（以後、酒船石と呼称する）や、ヘビの頭

部を模した石で出来た像が二つほど安置されている

が、いずれも角が欠けたり傷がついていたりする。 

 この庵の中のものに価値を見出すには、月森のよ

うな専門家が必要になるだろう。もしも月森がここ

に居ない場合、探索者がこの庵の中のものの使用方

法や価値を知るためには〈アイデア〉と〈幸運〉の

組み合わせロールに成功する必要がある。 

 西表島の歴史と殆ど噛み合わないこの遺跡は主流

の考古学からは完全に見放されており、国家からも

この遺跡を研究するための補助金が出るようなこと

はまず考えられない状況になっているからだ。 

 ヘビの頭部を模した石像は風化しかけており、ハ

ンマーなどで簡単に破壊できる。月森が居る場合は

石造の破壊には難色を示すが、クアセルクを一度見

たことがあるならば緊急避難として納得してくれる

だろう。 

 内部には、濁った異臭を放つ青い液体と、刺激臭

を放つ赤い液体が保存されている。この石像は薬を

保存するために作られたカプセルなのだ。 

 この二種類の液体を酒船石以外の道具を使って混

ぜ合わせた場合、生まれた紫の液体は即座に容れ物

を溶かして周囲に飛び散るため、不用意に混ぜ合わ

せた探索者は飛び散った液体によって CON と SIZ を

それぞれ 1点ずつ永久に失うことになる。 

 混ぜ合わせる前であるならば、取り出した薬を持

ち運ぶには水筒などがあれば十分だろう。月森は水

筒を複数所持しているし、〈幸運〉ロールに成功した

探索者は水筒に近いものを持っている。また、この

庵の中にも、欠けてはいるが使えそうな土器くらい

は残っている。 

 また、万物溶解液を使うための専用のパレットと

して酒船石が用意されている。これを使うことで、

万物溶解液を安全に作成することができる。 

 ただし、持ち運べないのでこれを使ってクアセル

クを倒すためにはひと手間必要になるだろう。 

 探索者が思いつかない場合、キーパーは〈アイデ

ア〉ロールに挑戦することを推奨しても良い。 

 成功すれば、探索者は酒船石を使用して万物溶解

液を作ることを思いつくだろう。 

 この庵の棚には、まだある程度の粘土板が残って

いるが、即座に解読するのは月森がいても不可能で

ある。また、この庵の棚にはクアセルクが封じられ

ているジレルスの結界石が安置されている。水晶で

出来た真球の結界石の内部には小さな罅が入ってお

り、そこには青みがかった膿のようなものが見える

だろう。 

 この石は未だに真球でこそあるが、現状では魔力

を失いかけている単なる水晶であり、放置された影

響で経年劣化を起こしているため、地面に叩きつけ

ることで簡単に破壊できる。ただし、破壊した時点

で中に閉じ込められたクアセルクは自由になってし

まう。なお、自由になったクアセルクは、直接ター

ゲットとして定めた探索者を、探索者に撃退される

まで半日に一回のペースで永久に襲い続ける。 

 最後に、この庵には部屋の隅などにヘビの剣が転

がっている。このヘビの装飾が施された剣は、古び
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た石でできている儀礼用の道具に見えるが、魔力を

持った生物が持ち、神話生物が近くにいるときだけ

淡い虹色に光って切れ味を取り戻す。 

 今回は封印されているクアセルクが近くにいるた

め、この剣を持った時点で剣は淡い虹色の光を放つ

だろう。 

 なお、この道具は本来剣ではなくヘビ人間が使っ

ていた儀式用の石包丁に過ぎないため、かなりの数

が量産されており、この庵の中に転がっているもの

だけではなく、西表島に住んでいた古代の人類が使

っていた道具として、遊覧船の中などにも飾られて

いる。 

 ここで発見できる品物とそのプレイヤー用の説明

を以下にまとめる。 

 

ジレルスの結界石 

 水晶で作り出された真球で、正しい呪文を知って

いればこの中にティンダロスの猟犬を封印すること

ができる。ただし、今回のシナリオで登場するもの

は壊れかけているので内部に罅が入っており、そこ

には青みがかった膿のようなものが染み出してい

る。 

 この青みがかった膿は、既にティンダロスの猟犬

を見たことのある探索者には不幸にもなじみ深いも

のであるため、この結界石が既に猟犬の封印に使わ

れているということは予想できるだろう。 

 この結界石を何らかの方法で破壊した場合、中に

封じられているティンダロスの猟犬は完全に自由に

なってしまう。 

プレイヤー資料 7 

 

酒船石と薬の保存石像 

 古のアーティファクトで、万物溶解液を作り出す

ことができる。 

 ここにある蛇の頭部を模した石像は薬を保存して

おくための入れ物であり、また酒船石はその薬を慎

重に混ぜ合わせるための道具なのである。 

 壊すことなく石像の中から薬を取り出すために

は、ヘビ人間の血を引くものがヘビの目玉の部分を

両手で押さなければならないが、これは探索者が知

る由もないことだろう。 

 探索者はハンマーなどの武器を使用することで、

この薬の保存石像から薬を取り出すことができる。 

プレイヤー資料 8 

 

万物溶解液 

 古のアーティファクト。この薬品はヘビ人間の英

知によって生み出された薬液で、青い A 液と赤い B

液の組み合わせで成り立つ。二つを混ぜ合わせるこ

とで、あらゆるものを溶かす効力を発揮する。 

当然この溶解液を被った人間は即死するし、ティ

ンダロスの猟犬のような神話生物でもこの溶解液を

まともに浴びてしまえば無事では済まない。 

プレイヤー資料 9 

 

ヘビの剣 

 古のアーティファクト。このヘビの装飾が施され

た剣は、古びた石でできている儀礼用の道具に見え

るが、魔力を持った生物が持ち、神話生物が近くに

いるときだけ淡い虹色に光って切れ味を取り戻す。 

 データとしては普段は単なる棍棒に過ぎないが、

神話生物が至近に居るときのみ魔力を付与されたフ

ァイティング・ナイフとして扱い、使用する技能値

に+20%のボーナスを得る。 

プレイヤー資料 10 

 

 めったにないことだと思われるが、一応ここで故

見酒を飲むことで、探索者は研究に勤しむラプシヌ

プルクルとヘビ人間の仲間たちの姿を見ることにな

るだろう。探索者が彼らとコミュニケーションを取

る手段はなく、ヘビ人間であるラプシヌプルクルの

姿を見た探索者は、0/1d6 の正気度を失う。 

 庵の中を十分に探索し、探索者が庵から立ち去ろ

うとした場合、探索者はクアセルクとの決戦を行う

ことになる。 

 

13．クアセルクとの決戦 

 ラプシヌプルクルの庵から脱出しようとする探索

者に、クアセルクはそこに居る人間の全人数の半分

（端数切り捨て）にまで自分を分散させて襲い掛か

ってくる。 

 もしも探索者がクアセルクを封じていたジレルス
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の結界石を破壊していた場合、クアセルクの DEX は

元の値である 12 に戻っている。 

 クアセルクとの戦いをどのように行うかは探索者

に任せるべきだが、以下に探索者のクアセルクに対

して取れる対策として、キーパーが探索者に提案で

きる内容を示す。 

 万物溶解液を使用する場合、二人以上の探索者が

〈投擲〉ロールまたは〈組みつき〉ロールに成功す

ることでA液とB液を同時にクアセルクに振りかけ、

実体を溶かすことができる。 

 また、酒船石を用いて万物溶解液を作成した場合、

探索者は自らの行動を使って〈回避〉ロールに成功

した場合に、クアセルクを酒船石に突っ込ませるこ

とができる。 

 人間は酒船石に溜まった万物溶解液に突っ込んだ

時点で即死するのだが、クアセルクは人間ではない

ため、万物溶解液に触れた場合 3d6+3 ポイントのダ

メージを受ける。 

 探索者が逃走する場合、DEX 対抗ロールに勝利す

れば普通に逃走することができる。ただし、以後庵

の探索をする場合はクアセルクとの戦闘を行いなが

ら探索する必要がある。 

 また、ヘビの剣を使ってクアセルクを倒す場合に

は通常の戦闘を行う場合と同様に処理することにな

る。 

 いずれにせよ、分散したクアセルクを一体でも倒

すことに成功すれば、クアセルクは撤退して二度と

探索者を襲うことは無い。 

 

13. 脱出！ 

 西表島には空港がないため、石垣島への定期航路

を用いて脱出することになる。 

 それ以外の方法、小舟やカヌーなどを使用する場

合、〈回避〉ロールができない場所でクアセルクとの

戦闘を行うことになる。この場合の船の操縦の成否

は、〈ボートの操縦〉ロールによって行うべきだろう。

〈ボートの操縦〉ロールに 01で成功した場合、探索

者たちは幸運にも逃げ延びることができる。 

 いずれの場合でも、「12. クアセルクとの決戦」に

おいてクアセルクを撤退に追い込んでいた場合、探

索者は襲われること無く逃げ延びることができる。

しかしそうでない場合、探索者は旅客船の上でクア

セルクに襲われることになる。 

 主なクアセルクの撃破手段は、「12．クアセルクと

の決戦」の欄を参照のこと。ラプシヌプルクルの庵

との違いは、ここでの戦いは船が出てしまえば逃げ

延びる事ができるという点である。 

 戦闘が始まってから 30 分後に船は出航すること

になる。その時点でクアセルクが封印されたままで

あるならば、クアセルクの身体はバラバラになるよ

うにして消えてしまい、探索者は生き延びることが

できるだろう。 

 また、探索者は庵で戦う場合と異なり、障害物が

沢山ある船の中を隠れ回ることができる。〈幸運〉ロ

ールに 01で成功すれば、探索者はクアセルクに捕ま

ることなく 30分隠れることができる。 

 それ以外の場合はクアセルクとの戦闘となる。船

には 100 人前後の観光客や船員が乗っているため、

探索者たちは様々な方法でクアセルクと戦うことが

できるだろう。 

 そして戦う場合には、誰か一人でも〈幸運〉ロー

ルに成功した場合、探索者は船の中に飾ってあった

ヘビの剣を人数分手に入れることができる。 

 

14. 結末 

 ジレルスの結界石を破壊することなく西表島から

脱出した場合、どのような形で逃げても探索者たち

は逃げ延びることができる。クアセルクに自ら封印

を解除する手段はなく、そして経年劣化で封印が完

全に解けるころには探索者は既に寿命で死んでおり、

再発見されることもまずないからだ。 

 ただしジレルスの結界石を破壊してしまった場合

は、クアセルクを倒す以外にクアセルクの脅威から

逃れる方法はない。 

 一度でも倒しておけば追ってくることは無いが、

結界石を破壊した上で、クアセルクを倒せないまま

探索者が西表島から脱出してしまうと、探索者は眠

っている夜に不意打ちで襲われ、即死してしまう。 

 また、脱出するまでに何日かかったかによって、

探索者の関わり深い人間が何人死亡するかも決まっ

てくる。少なくとも最低一人は死亡するのだが、日

数が増える度に一人ずつ増加していくことになる。
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六日も過ごせば、探索者の大切な知り合いは殆どい

なくなっている事だろう。 

 また、黒崎が死亡していない状態で脱出した場合、

どのように脱出したとしても探索者は最後に「黒崎

ひかるが青い塵を残して失踪した」ニュースが沖縄

の地方新聞に小さく乗っているのを見ることになる。

本質的に不死であるクアセルクは万物溶解液で撤退

するだけで、死亡するわけではないのだ。 

 生き残った探索者は、1d10 点の正気度を獲得する。

更に、クアセルクを撃破した探索者は 1d6 点の正気

度を獲得する。 

 

15. シナリオグラムの結果 

チャート１ シナリオパターン（1D6） 

１「閉鎖空間からの脱出」 

 探索者は怪異の起きている【場所】から脱出しな

くてはならない。 

 

チャート２ 発端の怪異（D66） 

１１「何の変哲もない普通の事件が身の回りで起き

る」 

 １１ 探索者の知人が突然の失踪を遂げる。 

 

チャート３ 事件の真相(D66) 

５４「独立種族の陰謀」 

 ５４ ティンダロスの猟犬が獲物を狙っている。 

 

サブチャート 「場所」(D66) 

５５「広域の空間」 

 ５５ 公園、リゾート地 

 

サブチャート 「人物」(D66) 

４５「協力者」 

 ４５ 引退した探索者 

 

２４「善意の第三者」 

 ２４ 専門的な知見を述べる研究者 

 

２３「善意の第三者」 

 ２３ 真実を追求するジャーナリスト 

 

サブチャート 「魔道書」(D66) 

４６「ザンツー石版」 

 

サブチャート 「アーティファクト」(D66) 

２４ ヘビ人間のテクノロジー 

 


